
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師を８０％以
上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等によ
り取組の促進を図る。
・どの教科においても主体的・対話的で深い学びのある授業
を実践する。 Ｂ

・１２月末時点でマイプランの成果指標を達成できたと自己申告
する教師は１００％であった。しかし、保護者アンケートでは「芦
刈観瀾校は学力向上のために授業を充実させたり指導方法を
工夫したりしている」の数値が低いため(６９％)、改善に向けた
手立てが必要である。

Ｂ

・県学習状況調査の結果に課題が残る。前年度と経年比較
したり、各教科で数値目標を明確にしたりするなど、具体的
な目標を立てて取り組んでみてはどうか。

〇学習規律の確立・充実 〇児童生徒アンケートの「正しい姿勢で授
業を受けている」「授業中、進んで考えたり、
発表したりしている」の達成率を、年度当初
より向上させる。

・学習規律一覧表を児童生徒に配付したり、教室に掲示した
りして確認し、継続した指導を行う。
・児童生徒が毎時間、学習規律について自己評価する場を
設定し、定着を図る。

Ｃ

・１２月に実施したアンケート調査で肯定的に回答した児童生徒
は７０％であった。７月と比べて３ポイント下がり、目標を達成す
ることができなかった。「授業中、進んで考えたり、発表したりし
ている」の数値が特に低いため(５９％)、改善に向けたさらなる
手立てが必要である。

Ｂ

・子どもたち一人一人が、学習に対して、受け身ではなく切磋
琢磨に向かえるような指導の工夫が必要である。

○自己学習力の育成 ○児童生徒アンケートの「宿題や自主学習
に進んで取り組んでいる」「学年にあった時
間で家庭学習に取り組んでいる」の達成率
を、年度当初より向上させる。

・「家庭学習の手引き」を作成し、懇談会で配付し説明する。
・「自主学習の進め方（ノートの書き方）」及び「計画実行表」
を作成し配付する。児童生徒の良い取り組みを掲示して紹介
し、宿題や自主学習に対する意欲を向上させる。
・定期的に「学びプロジェクト便り」を発行し、家庭での協力を
得ていく。

Ｂ

・１２月に実施したアンケート調査で肯定的に回答した児童生徒
は７８％であった。７月と比べて１ポイント上昇し、目標を達成す
ることができた。「学年にあった時間で家庭学習に取り組んでい
る」の数値が低いため(７５％)、改善に向けたさらなる手立てが
必要である。

Ｂ

・子どもの質が変わってきたように思う。家庭ではゲームをし
ている子どもが多く、また登下校は保護者の送迎に頼ること
が多い。家庭教育の大切さを学校からもさらに発信していっ
てほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

〇児童生徒の規範意識や思いやる心に関
する質問で「当てはまる」と回答した児童生
徒の割合） を８０％以上にする。
〇なかよしアンケートにおいて、「学校が楽
しい」と答える児童・生徒の割合が90％以上
を目指す。

・年間計画に沿った道徳教育の実践に取り組むとともに、教
育活動における心の教育の充実を職員が意識する。
・昼休みの異学年交流を毎月１回実施し、｢思いやりの心｣｢
責任感｣｢人と関わる力｣等を育む。活動日ごとに振り返りの
手紙を書き、ホールにぽかぽかレターとして掲示する。 Ａ

・児童生徒の規範意識や思いやりに関する質問で「当てはま
る」と回答した割合はどちらも８０％以上であったため、目標を
達成することができた。職員の計画的な指導実践ができてい
た。
・１２月の「なかよしアンケート」において、「学校が楽しい」と答
えた割合が目標の91％を越えていた。異学年交流について
は、掃除や遊びなどで限定的に交流するにとどまったが、豊か
な心を育てる素地はできている。

Ａ

・「なかよしアンケート」において「学校が楽しい」と答えた割
合は、中間評価、最終評価のどちらも目標値は超えている
が、中間評価より最終評価が若干低くなってはいる。しかし、
コロナ禍で制約はあったものの２学期以降に異学年交流が
できたところは評価できる。

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

〇「何かあった時に学校に相談しやすい」と
感じる児童生徒の割合を８０％以上にする
〇「いじめに対し、組織的に対応できてい
る」と感じる職員の割合を９０％以上にす
る。

・定期的に生活アンケートや教育相談等を行い、気になる児
童生徒については職員間で情報共有を行う。担任だけでは
なく全職員で対応することを心がける。
・月に1回『いじめゼロ宣言』の小中学部共同読み上げといじ
め防止の取り組みを実施する。
・職員研修やいじめ対策委員会を設定し、組織的にいじめ防
止に取り組む。
・心の教室相談員やSSW、SCに児童生徒が相談しやすい環
境を作り、教職員との情報共有を行う。

Ａ

・月１回の生活アンケート及び６月,11月に全児童生徒に教育相
談を行った。気になる児童生徒については生徒指導協議会等
で情報共有を行うことで全職員で対応できるようにしてきた。
・『いじめゼロ宣言』を児童生徒が放送をした後、各学級で確認
した。12月は人権集会と併せて実施した。
・職員研修により、いじめ認知について正しい認識を共有した
り、いじめ対策委員会を開いて組織的にいじめ防止に取り組む
ことができている。

Ａ

・今後も小さいヒアリハットへ対応していくことが大事である。
・よりよい教育環境づくりアンケートによると、もっと先生とコ
ミュニケーションを取りたいと思っている児童生徒や保護者
がいるようだ。児童生徒や保護者の小さい意見や気づきに
目を向け、いじめゼロをめざして取組をさらに充実させていっ
てほしい。

◎小・中学部がともに高め合い、進ん
で行動できる児童生徒の育成

〇なかよしアンケートにおいて、「あいさつ」
「掃除」の項目で達成率を上昇させる。
〇行事・活動後の振り返りにおいて、自身
の成長を感じたり、更なる成長を目指したり
する記述ができる児童生徒の割合を年度当
初より向上させる。

・小学部・中学部で、小中縦割りあいさつ運動（4～6回）や小
中合同クリーン作戦（各学期）を共通実践する。
・中期ブロックによる小中交流会（7年生が中学校での生活に
ついて、小6・小5に説明）をする。
・体育大会での小中複数学年での応用競技や文化発表会で
の小学部の参加・参観、生徒会主催の異学年交流を行い、
小中交流の充実を図る。

Ｂ

・新型コロナウイルス感染防止のため、あいさつ運動や異学年
交流は規模を縮小して実施した。委員会単位でのあいさつ運動
や、低学年教室の高所掃除に中学部が協力するなどの活動を
行った。
・9月と12月の実施分を比較すると「そうじ」67％→69％、「あい
さつ」72％→80％という結果となった。小学部、中学部ともに上
昇した結果となった。
・行事の経験を通して、学習面や生活面の成長に意欲をもつこ
とができた。

Ｂ

・地域での挨拶は、１、２年生が上手にできていて上級生が
元気がない。学校での指導だけでなく、家庭での教育、保護
者の目配り・気配りをお願いしたい。

生活プロジェクト
（生活指導）

元気プロジェクト（行事）

●望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成

●「健康に食事は大切である」と考える児童
生徒９０％以上
〇家庭教育指針で「朝ご飯をしっかり食べ
る」の項目の回答を年度当初より向上させ
る。

・全学年において、年１回以上栄養教諭が参画した食育の授
業を行い、食への意識の向上を図る。
・家庭教育指針を全学年で年３回行い、1回目の結果をその
後の指導に反映させる。
・「食育だより」や学校HP等を通して、食の大切さに関する情
報を保護者や地域に発信する。

Ａ

・1回目の家庭教育指針で実態を把握し、特に結果が悪かった
6・7年生に朝ごはんの大切さの授業を行った。「朝ごはんを毎
日しっかり食べた」児童生徒は、6年生で73％から86％、7年生
は69％から74％と向上した。
・食育だよりやHP等で情報発信を行ったり、食の大切さについ
て授業等で指導を行ったりしたことにより、全体的にも結果が向
上した。

Ａ

・今後も、健康を維持しながら学力の向上につなげていって
ほしい。

○健康・衛生に対する意識の向上 〇健康衛生チェックを行い、衛生に対する
意識を年度当初より向上させる。
〇家庭教育指針で「体を動かす」の項目の
回答を年度当初より向上させる。

・通年で月２回程度健康衛生チェックを行い、基本的衛生習
慣の定着を図る。
・毎回のチェック結果をグラフ化し、保健室前に掲示したり、
保健だよりに載せ、より意識を高める。
・意識が低い児童生徒に対しては、個別に保健指導を行う。
・家庭教育指針を全学年で年３回行い、1回目の結果をその
後の指導に反映させる。

Ａ

・ハンカチ・ティッシュ忘れ、爪が伸びている人の人数は小学部
では1学期平均71人/日から2学期42人/日、中学部では25人/
日から2学期17人/日と小中共に減少した。
・9月のアンケート結果では、「体を動かす」の項目で自分から進
んで体を動かした児童生徒の割合は58%のまま変化がなかっ
た。この実態を踏まえ、小中学部ともに委員会や生徒会による
遊びの交流を実施した。

Ａ

・健康維持しながら学力向上を推進してくことが大事である。
健康面の取組も引き続き大事にしてほしい。

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
○教職員意識調査において（職員アンケー
ト）を実施し、多忙感のある職員の割合を３
０パーセント以内にする。
〇長期休業中の時間外勤務時間が30時間
を超える職員を0パーセントにする。

・小学部は毎週金曜日、中学部は月曜日を定時退勤日に設
定し、実行を促す。
・毎月、業務記録を把握し、全職員が共有することで、業務
改善への意識の向上を図るとともに、業務の効率化に取り組
む。
・プロジェクトの取組の充実を通して、学校行事等を担当だけ
でなく、組織として立案・準備・実行・振り返りを行う体制を整
備する。
・ＩＣＴ利活用の工夫改善を通し、効率的で効果的な業務改善
を推進する。

Ｂ

・８月１１～１７日の週休日を除く５日間を学校閉庁日としたこと
により、夏季休暇、年次有給休暇等の取得を促進を図り、心身
ともにリフレッシュをすることができた。
・時間外業務については、小学部は4月、6月を除き、平均45時
間未満を達成することができている。中学部は8月以外は達成
することができなかった。要因として、学校行事（体育大会、文
化発表会の準備・指導）や部活指導が考えられる。今後、新型
コロナ感染拡大防止を踏まえた、行事の精選やICT機器の利活
用を図り業務の改善を図るとともに定時退勤日の徹底の必要
がある。

Ｂ

・４月、６月の業務量が多いのは課題である。元気な子ども
は元気な先生あってこそ育つものである。忙しい時期ほど先
生が元気であってほしい。そのためにもさらに業務改善して
ほしい。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の充実・
活性化

○プロジェクト部会の活性化や校内
研究の充実を中心とした、小中一貫
教育推進体制の充実

○保護者アンケートにおいて、「小中一貫に
よる9年間の教育活動を充実させていると思
う。」の項目の達成率を８０％以上にする。
〇小中教員による交流授業や授業づくり支
援の実施率を昨年度より向上させる。

・３つのプロジェクトで、小中一貫教育に関する重点取組事項
を設定し、全職員で共通理解を図って取り組む。
・各校務分掌の重点取組事項毎に成果指標を設定し、PDCA
サイクルによる取組の改善を図る。
・校内研において、小中９年間を見通した学びの充実の視点
から、小中教職員相互の授業協力体制を整える。

Ｂ

・保護者アンケートの「小中一貫による9年間の教育活動を充実
させていると思う。」の項目の達成率が73.4％で目標に達しな
かった。コロナ禍で活動が制限されたことも要因だが、一貫校
のよさを生かした活動のさらなる充実と学校だよりやホーム
ページ等での保護者への周知が必要である。
・学びの系統表の確立、小中教職員による乗入れ授業の実
践、プロジェクト部会の取組と小中の協力体制が整い、その成
果を発表することができた。小中交流授業の実施率も昨年度よ
り向上した。

Ａ

・学校は、小中教職員による乗入れ授業など良い取り組みが
なされているように思う。コロナ禍で、学校の様子や取組が
十分に見えない状況もあって、教職員と保護者の見取りに違
いが生じているのではないか。学校側から発信していること
が十分に伝わっていないことも考えられる。保護者への伝え
方を工夫してみてはどうか。

副校長

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

生活プロジェクト

５ 総合評価・
  次年度への展望

・全国学力学習状況調査結果において、全国・県の平均を下回り、学力の低さが課題となった。全職員の共通理解と共通実践による授業力向上と学習規律の定着、家庭学習の充実により、学力向上を図る。
・小中一貫教育については、校内研として全職員での共通理解のもと取り組むことができた。小中の協力体制が整い、プロジェクト部会の取組と９年間を見通したの学びの両面から小中一貫教育の充実を図ることができた。さらなる活動の工夫と保護者や地域への周知を
丁寧に行っていく。
・働き方改革については、依然として時間外勤務時間の上限を超える職員が多数いて課題が残った。行事や業務の見直し・精選と職員の意識改革をより一層進めていく必要がある。

●健康・体つくり
元気プロジェクト

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

２ 学校教育目標
ふるさとを愛し、未来を拓く、心身ともに元気な子どもの育成
    ～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育 ～

３ 本年度の重点目標
①学力向上                ④不断の新型コロナ対策            ⑦保護者・地域連携の推進
②豊かな心の育成             ⑤小中一貫教育の成果の確認          ⑧多様な活動を促進するための教育活動や働き方の見直し
③部活動の在り方の見直し         ⑥生徒指導体制の確立

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

●学力の向上
学びプロジェクト

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 小城市立小中一貫校芦刈観瀾校

１ 前年度
  評価結果の概要

・各プロジェクト（校務分掌）において小中一貫教育に関する重点取組事項を設定し、学校評価と関連付けて成果の検証を行った。成果指標に達しなかった取り組みについては、改善策を今年度の取組に反映させていく。
・小中一貫教育については、プロジェクトを中心とした取組に加え、今年度は校内研究において、各教科における９年間を貫く学びの充実に取り組んでいく。
・働き方改革については、勤務時間の上限の特例を超えた職員がいた。今年度は業務効率化と職員の意識改革を更に進める必要がある。


